



















超高齢社会（2007 年以降）が眼前に迫る 2000 年、介護保険法が施行され、介護保険制度が
















































































































































































カトリック教会では、教区司教は 75 歳定年（教会法 401 条）だが、健康であれば継続するケ
























修道会本部がある（写真３）。 写真３ 仁豊野ヴィラ、他施設の入り口の看板 
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屋満室の場合）で、調査時 20 人が入居していた（2013 年６月現在。逝去や入所、退所は随時













































が３世代で 100 人、カナダに本部のある聖母奉献修道女会のシスターが 50 人ほどいる。他のカ
トリック教会とは異なった構成の教会である。 























































































































































ム」が 1995 年に完成した 17)（写真７）。こうし
て、九州教区および津屋崎教会事業としての「聖
愛ホーム」は閉じられた。 































し「にじのいえ信愛荘」として 2010 年に再スタートして３年を過ぎ、現在同施設は 20 数名を
入居者として受け入れつつ、維持運営されている。この「にじのいえ」よりも早い時期に開始
された「聖愛ホーム」は、管理者・場所が変わり、一般の人びとも受け入れるケアマンション























































































３) 『クリスチャン新聞』2012 年６月 24 日号。 




６) 坂岡隆司施設長へのインタビューは、2012 年７月および 12 月に、施設に関することを中
心にした非構造化面接として実施した。本節作成にあたって、『湖風館だより』vol.１～16
（2012 年７月～2013 年 10 月、以下続刊）、インタビュー記事（『いのちのことば』2012 年５
月号）、ブログ（「湖西の風～キリスト者協働の家「湖風館」の日々」http://kofukan88.exb
log.jp/ 最終アクセス 2013 年 10 月 27 日）も参照した。 
７)  RKB 毎日放送で、1994 年９月 15 日に「ドキュメンタリー ベウラの園の女性達」が放映
されたという記録はある（http://bpcj.or.jp/search/show_detail.php?program=126449 最








９) 退院と宿直再開記事は『湖風館だより』vol.12（2013 年６月 20 日）を参照。 


























pdf：  最終アクセス 2013 年 10 月 27 日）には、10 周年記念行事、記念コンサートのことが、
京都教区時報（2000 年６月 no.271、http://www.kyoto.catholic.jp/hp/y94-00/cn200006.h











東海教区で隠退教師のための「憩の家」奉献式（1965 年３月 16 日、3454 号）、広島原爆記念
特別記念養護老人ホーム清鈴園竣工開園式（1971 年９月 26 日、3673 号）、土沢教会が経営す
る老人ホーム虹雲荘（1983 年 11 月完成、4086 号）、有料老人ホーム「ゆうゆうの里」（1979
年完成）・特別養護老人ホーム「伊豆高原十字の園」（1981 年完成）および伊豆高原伝道所の
建築の紹介（4093 号）、花巻教会「主のホーム･カナン（仮）」1993 年 11 月献堂式（4305･06
号）、東中通教会による「ケアハウス希望の園」設立（1994 年３月完成、4357 号）、清鈴園設
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